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会社の持続的発展が社員還元のさらなる充実、働きがいの向上、社員・家族
の幸福の実現につながっていくという考えのもと、２期連続で大幅な赤字を
計上する非常に厳しい経営環境と、直面する経営課題について認識を共有す
ることが、今期の夏季手当の議論の前提になる。

夏季手当アンケートでは、転職を考えている若手社員が１７%にも上ってい
る。技術・技能を習得した若手の流出は会社の損失である。社員への負担が
増える中で、社員・家族の幸福の実現には、安心感の持てる人への投資が必
要である。２．７カ月＋５万円の満額回答を求める！


